
環境省では、福島県内のニーズに応え、環境再生の取組のみならず、脱炭素・資源循環・
自然共生といった環境の視点から地域の強みを創造・再発見する「福島再生・未来志向
プロジェクト」を推進しています。
また、2020年８月には、福島県と「福島の復興に向けた未来志向の環境施策推進に

関する連携協力協定」を締結しました。本協定の下、「ふくしまグリーン復興構想等の
着実な推進」や「復興と共に進める地球温暖化対策の推進」など、福島県と協働して未
来志向の環境施策を推進しています。
帰還困難区域の廃棄物処理及び産業創生を推進すべく、官民連携による不燃物リサ

イクル事業を採択し、2020年10月に大熊町において不燃性廃棄物の再資源化施設が竣
工しました。また、2021年度より、福島における自立・分散型エネルギーシステム等
の導入に関して、「調査」「計画」「整備」を重点的に支援する「脱炭素×復興まちづくり」
推進事業を実施しており、大熊町役場庁舎や南相馬市の海苔工場での太陽光発電システ
ム導入等を行っています。
2019年４月には、自然公園等の自然資源の活用による復興を目的とした「ふくしま

グリーン復興構想」を策定し、2020年11月には福島県、環境省、市町村、関係団体等
が一体となり取組を推進するふくしまグリーン復興推進協議会を設立しました。2022
年３月には、磐梯朝日国立公園満喫プロジェクト磐梯吾妻・猪苗代地域ステップアップ
プログラム2025を策定し、国立公園等の魅力向上を図る取組を実施しています。また、
2023年８月には磐梯朝日国立公園（土湯温泉・高湯温泉）がゼロカーボンパークへ登
録されました。
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